あなたの力をお貸しください（第1弾）　　　　　　　　　　　銭函海岸の自然を守る会
　銭函の貴重な自然砂丘を破壊して建設される風力発電計画をやめさせるために、力を貸してください。それなりに奮闘しているつもりですが時間も力量も圧倒的に足りませんので。
Ⅰ．調べてください（なお、勝手に私の願望も書きましたがこだわらないでください）
１．（確認も含めて）風車建設の許認可の権限を持っている官庁はどこか
　
２．「銭函風力開発」は申請をし、基建設許可は下りたのか（可能性がある）

　
３．補助金のしくみ（道庁エネルギー課への電話（担当・カマダ氏）ではあまり明確な回答なし）「今年度からＮＥＤＯから「一般社団法人・新エネルギー導入促進協議会」に業務が移転したのでそちらのＨＰ(www.nepc.r.jp)を見てほしい。4月20日付トピックスの補助金公募要覧が出ている。民間事業者支援の縦覧書100ページあまりの中から風力の項をダウンロードしてください」とのことでしたが、やっていません（ＭＯさん、ＨＳさんの得意分野でしょうか）
　
４．(2と3とも関連するが)今年から補助金の申請受付窓口が「資源・エネルギー庁」から「一般社団法人・新エネルギー導入促進協議会」に替わり、従来の用件であった「地元調整(首長のハンコ)」が不必要になったらしい（菊地さんグループにお願い）（業者は「環境影響評価書」ができてから「各種申請をする」としているが、もう申請しているかもしれない。ボーリング調査を始めることが気になる）
　
５．小樽市の権限は「道路使用」と「蓄電施設建設」の認可だけか（菊地さんグループ）
Ⅱ．情報を提供してください
１．全国で起きている風車による問題点を。特に表面に出ていない(押さえつけられている可能性が高い)低周波音・超低周波音による健康被害、軽視されがちな生態系の破壊の情報を。もちろんバードストライクなどの情報も。（福島県の情報も期待します）
　２．インターネットや書籍、新聞などから得た情報。
Ⅲ．知恵を貸してください
　１．小樽市との交渉は必要と考えます

　　①貴重な砂丘の生態系を破壊する風力発電計画に反対する

　　②市長記者会見と議会答弁を確認し、歓迎姿勢などの問題点を指摘する

　　③「低周波音・超低周波音公害」の発生に対して小樽市は責任があることを指摘する

　
２．署名活動が必要と考えます

　　①どこに宛てた署名とするか　　
小樽市　

(北海道)　

環境省

（共通用紙にするかどうか）
　　②要求点　

・砂丘の生態系を保全せよ（貴重。脆弱な生態系は破壊されれば回復不能）

（・低周波音・超低周波音の健康被害についてはもっと徹底した調査と情報公開を）

・バギー車、モトクロスバイクによる砂丘の破壊、ゴミの不法投棄を規制せよ

３．行政各方面への要望
　①どこに要求するのか

　　・環境省（・厚生労働省　経済産業省　国土交通省？）

　　・北海道（国土交通省）

　　・小樽市

　②要求点の整理と成文化　（積極的な提案を！）　　

Ⅳ．「風力開発会社」の「環境影響評価方法書」の問題点を明らかにするために
　１．生物調査の問題点

　　・野鳥：（日本野鳥の会、野鳥愛護会のみなさん）

　　・その他の動物：（学者・研究者のみなさん）

　　・植物：（同上）

　　・砂丘生態系の生物多様性保全の重要性について：（同上）
　２．地形レッドデータ：（学者・研究者のみなさん）
　３．低周波音・超低周波音：（学者・研究者のみなさん）

Ⅴ．一人でも多くの人に広めてください
　　
私たちの強みは、個人的な損得でなく大きな理想をもって誠実に活動する人たちを、まわりに

　たくさん持っていることです。急いで、多くの方に情報をお伝えし、協力をお願いしてください。

　　添付した資料などはどこにでも誰にでも送っていただいて結構です。事務所やメールアドレスについても同様です。
銭函海岸の自然を守る会　　後藤 言行
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